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開館15周年記念考古資料展

大硯町域には幅広い時代にわたり数多くの逍跡が存 れる墓が多く造られます。横穴募とは古墳の了種で、

在します。古 くは明治期から考古学調査が行なわれて 山肌に穴を穿って石室構造を構築します。単独で＇はな

おり、現在まで多くの地点での謂査が行なわれていま く群れをなして存在するのが特徴であります。、横穴硲

す。永年にわたる調査により、多くの考古資料の苓和 からは土器や金属製品などの副葬品が検出されること

がなされてきています。 があります。また装飾の一種と考えられる線刻画が描

今回の展示では、縄文時代から近代に至る考古汽料 かれている例があります。

と共に、発掘調査等の調査時の写真バネルによって展 今回展示の坂田山南横穴募群からは金銅製の耳珠の

示を構成します。また、 大破という地に特徴的といえ 他、 杏葉等の馬具が出土しました。また、微後下横穴

る近代の考古賓料に関して、比較参考汽料として他地 硲群には線刻画が描かれている例が見出されました。

城での発掘調査による考古沼料の情報を併せて展示し また、辿物としては横瓶が出土している点が注視され

ます。 ます。

展示の構成に従って各時代の概要について以下に述 〔平安時代〕

べます。， 平安時代末期には現在の大礎町域に相模国府が存在 C 
したと考えられていますが、実態は未だ不明確な部分

〔縄文時代〕 が多くあります。今までに、貿易隋磁、緑釉陶器、印京、

大破町域の縄文時代の汽料は、今から 1万年以上前 巡方（帯の飾り具）、摂書土器等をはじめとする特徴的

の縄文時代草創期に遡ると考えられる石器や、早期の な逍物が出土しています。貿易掏磁には 12世紀末の

土器などの存在が確認されていますが、多くの逍構や 時期と考え られる白磁の碗等が看取されます。

辿物が存在するのは後期の汽料です。今回展示した大 また、鉄製の鋤鍬先とともに一対の特徴的な台付の

磁小学校辿跡からは、大拡の土器とともに多くの動物 鉢形土器が出土した配石辿構が特箪され、祭祀等に関

逍体 （骨など）が検出されています。土器や動物辿体 わる跡であろうかと考えられます。

は廃芥として廃棄されたと考えられ、往時の食生活の 〔近代〕

一端を垣間見させる汽料であるといえます。 明治期以降の大磯は、海水浴場及び別荘地として大

動物辿体ではタイ、マグロ、サメ等の魚骨の他、イ いなる賑わいをみせます。考古学的な汽科としては、

ルカ類の骨が多く出士しています。また陸棲の動物で 構造物に用い られた煉瓦や瓦などの構築材や、隋磁器

は、シカ、イノシシ等の骨が認められます。いずれも

当時の人々の活発な狩猟・漁榜活動の一端を示す汽料

であると言えます。

〔弥生時代〕

弥生時代の打料は現在までのところ大磯町域にはあ

まり 多くなく、後期といわれる時期の汽料が中心であ

りますが、馬場台辿跡からは中期後半宮ノ台期の大型

住居が極めて良好な辿存状況で検出されました。

馬場台辿跡の大型住居は、火災に遭って廃梨された

辿構であると考え られ、多拭の壺 ・斐等の土器の他、

石器・骨角器・動物辿体等が出土しました。

多くの出土脊料の中でも特に注視されるのは住居址

内から炭化米が検出されたこ とです。1箇所に集中し

て存在した炭化米の数は約38,000粒におよび、神奈川

県下では平塚市北金目遺跡群からの膨大な拭の出土例

に次ぐ址であり、極めて伐重な汽料であります。

本例は、南関東の弥生時代を研究する上でも重要な

遺跡であるといえます。

〔古墳時代〕

古墳時代後期において、大磯丘陵には横穴硲といわ

などの生活用具があります。大礎町域でいままでに得

られた考古汽料の他、 今回の展示では、近代の特徴的

な辿跡のうち、東京都汐留遺跡と横須賀市猿島辿跡群

の出土汽料を比較参考汽料として併せて展示します。

東京都汐留辿跡の地には明治5(1872)年、日本に

初めて鉄道が敷設された際の新橋停車場が存在しまし

た。近代の象徴とも言える鉄道に関わる迎物が多く出

土しています 〈註l〉。

東京湾に浮かぶ猿島は、明治期以降、軍事要塞施設

として利用され、 多くの辿構が逍されています。殊に

煉瓦構造物等に特徴を見出すことが出来ます 〈註2〉。

（当館学芸貝菌見徹）

註 1.小林博範他 2003「汐留辿跡」11I

東京都埋蔵文化財センター

註 2．野内秀明他 2002「猿品辿跡群」

横須賀市教育委貝会
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頁料 名

縄文時代 日籠丈土器（破片沢料）

墾岱痕の有る深鉢底部
鉢

イノシシの下瀕骨

ニホンジカの左下額仕

イルカ類のft髄骨

展示資料目録

時期＿―］

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後期

遺跡名

大磯小学校辿跡

大礫小学校辿跡

大磁小学校辿跡

大啜小学校辿跡

大礎小学校辿跳

大磯小学校遺跡

備考

一括汽料

弥生時代

c
 

g ―’― 弥生時代中期 馬場台逍踪

壺 弥生時代中期 馬場台追踪

壺 弥生時代中期 馬場台辿跡
幽→コ 弥生時代中期 馬楊台辿跡 刻画汽料 '
・一出隻9 弥生時代中期 馬拗台辿跡
g一看£で 弥生時代中期 馬拗台辿跡

売 弥生時代中期 馬場台遺跡

炎 弥生時代中期 馬場台逍跡

炎 弥生時代中期 馬場台辿跡 以上9点一括汽料

炭化米 弥生時代中期 馬場台辿跳

・「炭化米とおにぎり状炭化米」 弥生時代後期 平塚市大久保逍跡、北金目塚越逍跡 比較参考汽料 （写真）

魚骨 弥生時代中期 馬場台逍跡

壺 弥生時代中期 馬場台辿跡 ※附 実測図

古瑣時代 I耳環 （じかん）
杏業 （ぎょうよう）

杏菜（ぎょうよう）
横穴袋線刻画の剥取転写

福

平安時代

冒
1対

鉄鋤鍬先 平安時代 馬楊台辿跡

台付鉢形土器 平安時代 馬場台辿跡

台付鉢形土器 平安時代 馬楊台逍跡

羽釜 （破片汽料） 平安時代 馬場台逍跡 以上4点一括汽料

緑陶器 平安時代 馬拗台辿踪

白磁椀（破片汽料） 平安時代 馬楊台辿跡

煤柑土器 平安時代 馬場台逍跡

均 平安時代 馬場台辿跡

近代 赤煉瓦

赤煉瓦
耐火煉瓦

汽車土瓶
磁器類

飩
訳
麗

東小磯 王城ヶ谷
神明前逍跡

神明前遺跡

神明前辿跡

神明liij逍跡

一括汽料
刻印；桜 （単弁）

刻fll;「NIHONTA!KAKOGYO」
「大船」銘
洋lll1・ティーカ ップ

参考：灯料 汽車土瓶 近代 東京都汐留迫跡 「大船」銘

汽車土瓶 近代 東京都汐留迪跡 「国府津」銘

汽車土瓶 近代 東京都汐留逍跡 「沼油」銘

汽車土瓶壺 近代 東京都汐留辿跡

汽車土瓶 盗 近代 東京都汐留遺跡

汽車土瓶湯呑 近代 東京都汐留逍跡

汽車土瓶湯呑 近代 東京都汐留辿跡

赤煉瓦 近代 東只都汐留迫跳 刻印；「鋏道」

赤煉瓦 近代 東京都汐留逍跡 刻印； 「鉄道」

赤煉瓦 近代 東京都汐留辿粉 刻印； 「鉄道」

耐火煉瓦 近代 横須烈市 猿島辿跡群 刻印； 「ATIYA」

耐火煉瓦 近代 横須双市猿島遺跡群 刻印； 「テイコク」

耐火煉瓦 近代 横須竹市猿島辿跳群 刻印； 「SHINAGAWA」

耐火煉瓦 近代 横須賀市猿島追跡群 刻印； 「BONNYBRIDGE」

赤煉瓦 近代 横須双市 猿島逍跡群 刻印：桜（単弁）

赤煉瓦 近代 横須買市 猿島追跡群 刻印 ；桜 （複弁）

赤煉瓦 近代 横須竹市 猿島辿跡群 「東洋組西尾士族就産所」

赤煉瓦 近代 横須竹市猿島遺跡群 0にカタカナ l文字

※この目録は原則として写真賓料等は含みません

※展示汽料は期liり中展示替により変更する場合があります
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2003年ウミガメ情報

話題を呼んだ昨年8月のウミガメの産卵（大破町西

小猥）から 1年、今夏もウミガメの情報が巣まりました。

残念ながら 2年続けてのウミガメの産卵はありません

でしたが、ウミガメの死体源培については 4件（アカ

ウミガメ 3個体、アオウミガメ 1個体）の情報が巣ま

りました。

〈アカウミガメ 3個体が漂着〉

①5月8日、伊藤貞夫氏（平塚市在住）より連絡をいた

だき、同日、記録撮影を行ないました。i累舒場所は西

小磯の悔岸。直甲長は 70cm、直甲幅は55cmでした。

②7月11日、江藤仁樹氏（大礎在住）より連絡をいた

だき、同日、記録撮影を行ないました。涼滸場所は西

小磯の悔岸。直甲長は 74cm、直甲幅は62cmでした。

③9月15日、伊藤貞夫氏確認。17日に連絡をいただき、

同日、記録撮彩を行ないました。源着場所は国府本郷

の悔岸。直甲長は 78cm、直甲幅は 63cmでした。

3個体とも記録撮影後、関東周辺のウミガメ源紆址

所及び死因について濶査、研究を行なっているエバー

ラスティング・ネイチャー事務局へ連絡を取り、涼滸

したウミガメを解剖し、消化器官内の内容物を確認し

てから埋葬しました。
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5月8日漂瘤のアカウミガメ

〈アオウミガメが漂着〉

6月19日、平塚市唐ヶ原の海岸でアオウミガメが涙

着しました。発見者は飯田福信氏（大磯在住）。直甲長

は45cm、直甲幅は 35cmでした。アオウミガメは相模

湾を産卵域とするアカウミガメとは異なり、目撃され

るケースは稀で漂着が確認されることも大変珍しい種

類です。アカウミガメと同様に内容物を確認後、埋蔵

しましたが、伐重な査料であるため、将来的には骨格

椋本にと考えております。

〈近年の情報収集の事情〉

ここ数年、 当館へ直接、ウミガメ涼沿の連絡をいた

だくことが増えてきました。2001年頃までは、ウミガ

メ漂滸発見の際、まず大礎町役場に通報があり、その後、

当館に連絡をいただいていたのですが、直接、述絡を

いただくことで、発見時の状況について詳細を伺うこ

とができるようになりました。情報が染まるようになっ

た一因として、 当館で企画展「相模湾のウミガメ」、 「源

着物展」を開11いしたことに加え、 2000年から「海の教

室」を実施していることで情報を収染していることが

周知されたこと、また、これらの企画により海産生物

に目を向ける契機となったとも考えられます。今後も

ウミガメに限らず、悔の生き物についての梢報をお待

ちしています。

（当館学芸貝 北水炭ー）

9月15日漂沼のアカウミガメ

7月11日漂沼のアカウミガメ 6月19日漂箔のアオウミガメ
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松本順の生人形（いきにんぎょう）

松本順（良順）といえば、わが国初の西洋公立病院

を開設、将軍炭喜の侍医や初代陸箪軍医総監を務めた

ことな どで知られています。さらに早くから悔水浴の

効用を説き、大磯に海水浴場を開設するなど、大猥にとっ

て欠くことのできない存在です。

現在、当館の常設展示室には、松本の木像が展示さ

れています。これは、 直系のご子孫（松本家）から寄贈

された像高 lメートルあま りの肖像彫刻です。作者は 銃三者、東洋文躯平凡社刊）に所収されている。左に

r‘
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人形師の初代安本亀八といわれ、特に塗科については

二代亀八の絶校を得ており、松本家において大切に保

管するよう にと助言を得ているとのことです。また、

像の紺は松本顛本人の髯をそのまま使ったと伝えられ

ています。しかし、安本亀八がいかなる人物なのか、

また、イ象制作にかかる経緯についての追跡調査もまま

ならず、長い間気にかかっていました。ところが、こ

の程、今までの胸のつかえをすべて取り払ってくれる

ような情報が飛び込んできました。それは、熊本市現

代美術館の冨滓学芸貝からの 1通のFAXでした。

それによると、熊本市現代美術館では来年夏に開他

予定の生人形師に関する展示辿備のため、熊本出身の

生人形師 • 松本喜三郎と安本亀八についての打料謂査

をしているとのことでした。生人形というのは江戸末

期に誕生し、見世物興業で評判を呼んだ「生き写し」

のごとく超リアルな人形のことです。両名に関する伝

承によると、 二人とも医学的な側而から松本順と深い

つながりがあり、松本の肖像彫刻を制作したと いう記

録がみえるそうです。ついては松本の肖像彫刻、もし

くは松本喜三郎や安本亀八に関する情報がないかとい

う照会でした。早速、船々として像の所在をお知らせ

するとともに、あわせて安本危八に関する情報提供を

お駈いしましたところ、 「生人形師 安本亀八J（貨森

盛一若、昭和51年1:lj)の抜粋を送っていただきました。

同書には、〔松本順の像〕として、次のように記されて

います。少々長いですが、全文を紹介しておきます。

明治中期の頃、亀八が、早稲田にあった松本Miの宅へ泊り

込みで行って作った木像で、像は大磯海岸にi代かれた。大硯

海岸は、明治十七年 （鉄道開通以前）、日本で始めて海水浴場

を1比設されたところで、その功労者は松本馴（後の陸軍11[医

総監）である。そこで土地の人々は、この発明炊揚を称えて現

地に松本顛の彫像を立て、 1圧年大礫の海水浴場1開きにこれを

祭ることになった。この事情についての亀八の談話が明治三

十年二月の 「名家談叢」に出ているとして 「明治東京逸I紺梨」（森

「早稲田の松本顛先生の屋敷へ泊り込みで行って先生の木

像を招えた。これが似顔を作った始めで、その肘は先生の

実際の．腎を取って梢えた。今の木像は大猥へ行っており 、

餅年大磯で海水浴を開く時にはこの1後も祭る。大礫は先生

によって1開発されたので、 土地では先生を徳として氏神み

たいに先生の木像を祭るのだ。」

以上の記述によって、像制作の経綽を知ることがで

きました。松本家に伝承されていた安本亀八の名や、

本人の指を使用していることなどを裏づける貨韮な内

容です。ただし、通常は明治十八年とされる悔水浴場

開設が明治十七年となっていたり、大礎が日本初の海

水浴場であるという認識、海水浴楊開設と軍医総監就

任の時期が前後するなど記述内容には若千の問題はあ

りますが、いずれにしても箕煎な情報であることに述

いありません。特に、像を海水浴場開きの際に 「祭って」

いたということは、実在の人物が半ば神格化されてい

たと解釈できます。もっとも、「土地では先生を徳とし

て氏神みたいに先生の像を祭るのだ」という記述は、

決して大げさな表現ではなかったと思われます。明治

以後、宿揚町としての役割を失い、疲弊していた大磯を、

海水浴場によ って「町興し」をした松本の功組は、大

磯町民誰もが認めるところです。昭和4年には有志の

呼びかけにより、総工代 2,260円68銭、 800人余りに

のぼる寄附を染めて 「松本先生謝恩碑」が建てられ、

盛大な竣工式がおこなわれました。そういえば、町民

と梢極的に関わりを持った伊藤博文についても、大磯

町西小磯の白岩神社祭礼では、必ず伊藤の揮砧した社

号の掛軸を掛け、伊藤の塑像を祀っている例もあ りま

す。したがって、松本の像を手厚く祀っていた光娯は

十分考え られることです。そして、謝恩碑の建つ前は、

松本の像を安骰していたという記述は、その像が今回

取り上げた生人形であったことを示しています。いず

れにしても、今後の展閲が楽しみな沼料といえます。

（当館学芸貝 佐川和裕）
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【トピックス】

◇第 2回漂着物展

前期展示「漂荒物の物語り」

後期展示 「私のお宝／ビーチコーミング・アート」

公募展

当館の平成15年度の企画展として、第2回襟着物展

を開他しました。展示は前期展示「源着物の物語り」（平

成 15年6月7日～7月20日）と、後期展示「私のお宝

／ピーチコーミング ・アート公募展」 (7月26日～9月

7 H)に分けておこないま した。

源灼物展は、海岸に打ち寄せられた源珀物を通して、

海、川、山、生き物、私たちのくらし、甜税などを考え

る展示として、平成 13年度にもおこないました。今回

は2回目となります。

前期展示では、特徴ある涼着物にスポットをあて、

9つの小テーマを設けて涼祐物を取り巻くさまざまな

スト ーリーを展開しました。また、後期展示では、自

慢の涼着物や、源滸物を利用した作品を一般公募して

展示をしました。幼稚園児から80歳代に至る世代より、

さまざまなお宝や作品が寄せられ、 出品者59名、出品

点数は 200点におよびました。たくさんの方々が、源

着物を楽しんでおられることが分かりました。

なお、会期中の入館者は5,547人（前期展示3,077人・

後期展示2,470人）を数えました。

~-』 ヽ

◇海の教室 「大礫産アカウミガメの放流会」

平成 12年度から継続している「海の教室」では、さ

まざまな視点から海を考えることを主旨として活動を

進めています。本年度最初の海の教室は、 「大猥産アカ

ウミガメの放流会」と題して、 6月12日（木）に開催

しました。これは、昨年8月に大猥町西小猥の海岸で

産卵、その後江ノ島水族館のご協力をいただいて保談、

孵化 したアカウミガメを、西小歳の海岸から悔に戻そ

うという企画です。

当日は、 100名を超える一般参加者とともに、多く

の報道陣もつめかけました。まず最初に、 小磯幼稚園ホー

ルにてアカウミガメの産卵と保護について当館の北水

学芸貝が経過報告をおこないました。続いて、江ノ島

水族館の神応飼育技術課長から、ア カウミガメの生態

や飼育などの話をスライドを交えながらしていただき

ました。その後、幼稚園下の海岸に移動して、小磯幼

稚園児の手によりアカウミガメを放流しました。当日

は波が高く海の状況は良くありませんでしたが、アカ

ウミガメの子どもたちは波を越えて泳ぎ出していきま

した。いつの日か、大礎の海岸に再ぴ戻ってくる こと

を期待しています。

。
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◇「西小礫の七夕」の記録映像が完成

平成 14年2月に 「記録作成等の措戦を講ずべき無形

の民俗文化財」として国から選択を受けた西小磯地区

に伝わる七夕行事の記録映像が完成しました。これは、

平成 15年度地域伝統芸術等保存事業として、財団法

人地域創造ならびに財団法人全国市町村振興協会から

助成を受けて作成したものです。

映像の内容は、西小磯東地区と西小破西地区それぞ

れに継承されている七夕行事を撮影・編集し、全体で

30分にまとめました。同じ七夕行事でも、東地区と西

地区では行事の内容や進め方に若干の辿いがみられる

ことから、それぞれの地区の特徴をとらえ、東地区は

記録性を煎視し、西地区はエンターテイメント性に重

（ 点をおい•"t" 30分の映像が間延びしないように構成し

ています。

地域の伝統芸術等に対する理解や保存継承に向けて

（
 ◇書籍案内

・「脱‘此院蔵木造仁王立像」（大磯町文化財閾査報告書

第46染） ／平成 15年3月刊

平成 II年に大磯町指定有形文化財に指定され、同

12年度に修復を行なった脱此院蔵木造仁王立像の調

査報告害です。仁王立像についての考察のほか、修理

概要と写真、法址をはじめとした基本データ、かつて

のたたずまいを偲ぶ古写真や絵はがきなどをまとめて

います。なお、本像は鎌倉仏師による中世の作例に学

んだ近世初期のすぐれた作例として注目されています。

A4版39頁。有償頒布 (500円）。

・「大磯町郷土資料館収蔵汽料目録 絵はがき IIJ（汽

料館査料7）／平成 15年2月刊

当館収蔵汽料のうち絵はがきを目録化したもので、

活用していただくために、町内の学校や施設に配布い

たしました。なお、大磯町郷土汽料館と大磯町《図書

館では VHSピデオテープの住し出しをしていますの

でご利用ください。

◇一部展示替え

このほど、常設展示室の小コーナーの展示替えを実

施しました。これは、例年実施している博物館実習生（本

年度は3大学3名）による実技実習の一哀としておこなっ

たものです。

当館では、後半の実習内容を、展示替え実習と位骰

付けており、企画から展示、リーフレット作成まで、

すべて実習生自らの手で完成することを課題としてい

ます。今回のテーマは 「照ヶ崎の生き物たち」で、大猥

町の照ヶ崎海岸に見られる烏と貝について取り上げた

ものとなりました。ささやかな展示コーナーですが、

実習生たちの熱意をご覧ください。

平成 14年に刊行した 「絵はがき I」に続く第2染です。

明治 18年の海水浴場開設とともに保妥地や別荘地と

して栄えてき た大猥では、案内書や絵はがきが数多く

刊行されてきま した。このような地域的特性を考砥し

て、当館では開館以来、 絵はがきや古写兵の収染に務

めてきており、第 1巣では大礎 (661点）および神奈川

県内のほか、東京都を除く関東地方までを目録化しま

した。今回の第2染は、東京都、中部・東海地方、北陸

地方、近畿地方、 中国地方、四国地方までをまとめた

ものです。これにより、第1梨 (2,399点）と第2梨 (4,016

点）をあわせて、 6,415点の絵はがきが目録化されま

した。A4版96頁。有恨配布 (500円）
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【責料の受入】

（寄贈）ご協力あ りがとうございました。

商脱 中村千代氏 雛人形他
.、

高脱 藤田輝子氏 人形他

大磯 木村純子氏 蝶椋本他

［表紙写真】

ポッコ

漁に滸用した仕事滸。何枚もの布を糸で刺して

駆くしたもので、寒冷時や雨天時に滸た。

礫

磯

磯

磯

磯

礫

磯

礫

礫

大

大

大

大

大

大

大

大

大

渡辺栄一郎氏 防火用石灰を入れる箱

匿名 イタゴ他

中島源吾氏 足踏ミシン

飯田福侶氏 カメラ

渡辺信之氏 カメラ

細住年光氏 須恵器他

尾崎芳治氏 写真

田口元氏 野球ゲーム

樺山紀次氏 雛人形

大破’ 南博氏 長火鉢他

大猥 加藤嘉義氏 記念入拗券

大猥 川村忠氏 雛人形

束小磯 応野秀夫氏 桶職人道具他

東小礫 新見紀雄氏 レコードのスタンパー

東小礫 椎野スエ氏 五月人形他

西小磯 天野美佐子氏 ヤドカリ

西小礫 波多野収三氏蝶椋本

西小猥 鈴木昇氏 古地図他

西小磯 鈴木菊え氏 蚊帳

西小磯 小林幸男氏 ハナサキガニ剥製他

西小磯 渡辺ヤス子氏測屈器

国府本郷加藤登思枝氏衣類他

国府本郷加藤廣美氏 絵はがき他

困府本郷 片岡登美子氏 nの丸 （出兵時の寄柑き）

国府本郷露木孝雄氏 此具

国府新術杉山ヨネ氏 お手玉

JI京 長谷川義男氏五）］人形

生沢 塚本哲夫氏 五月人形他

二宮町 鈴木煎行氏 蝶椋本他

二宮町 ・安木徳ー氏

二宮町 西山敏夫氏

平塚市 安藤次郎氏

平塚市 伊藤貞夫氏

平塚市 杉崎公子氏

横浜市 千野英子氏

横須双市 山中盛作氏

（寄託）

砧脱 渡辺幸五郎氏木造神像

西小猥 小見滋夫氏 日誌他

蝶類展翅プレート

漁具他

弥生土器片他

ウキ他

鑑札他

ラジオ他

ヘソ石他

〈寄託期問： ～Hl6. 3. 31〉

［行事案内】

みなさんの参加をお待ちしています。詳しくは町広

報をご買になるか、館へ直接お問い合せ＇ください。

▼企画展

・開館 75周年記念展 「考古汽料展J（開催中）

平成15年IO月18日（土） ～平成15年12月21日（日）

大磯町域では古くは明治期から考古学的濶査がおこ

なわれ、多くの考古打料の布和がなされています。今 C 
回の展示では、縄文時代から近代に至る考古賓料とと

もに、発掘等の濶査時に写真などを紹介しています。

・（仮） 「布ー落る、装う、楽しむ、縫う、繕うー」

平成16年2月21El（土） ～4月4日(H)

5年間にわたる衣類整理のワークショップの成果を

股示します。先人の方々は、どのように布を利用し、楽

しんできたのか、さまざまな角度から布を見て行きます。

▼海の教室

・「漂荒物を使ったキャンドルづくりJ

貝やピーチグラスなどの況洲t物を使って、クリスマ

スキャンドルをつくります。巾し込み制となります。

u時／平成 15年 12月21日（日）、午前IO時～ 12時

場所／郷土汽料館研修室

定貝／先滸20名

[P込／平成15年 12月2日から俎話にて受付

参加'l~/ 200 円（材料1t)

・「ビーチコーミング」

照ヶ的と北浜海岸で探着物を拾います。雨天決行。

IIIし込みは不用です。当日現地へお染まりください。

El時／平成16年3月6日（日）、午前 10時～11時

30分

染合／）照ヶ崎プール前に午前10時梨合

Reportー大磯町郷土資料館だよりー No.24

平成15年11月30H
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